
農業ふれあいツアーで収穫体験

ひらかたパークのバラ園70周年

　４月26日、
今年度の農
業ふれあい
ツアーがス
タートし、穏
やかな陽気
の中118人
の親子連れ
などがキャ

ベツ収穫を体験しました。東田宮の畑では子どもた
ちが顔よりも大きなキャベツを力強く引き抜いて収
穫。家族と参加した双子の百々美好さん（７歳・写
真右）と重嘉さん（写真左）は「この大きなキャ
ベツどう食べようか」と満足気に話し合っていまし
た。同ツアーは農業に関心を持ち地元農家との交
流を深めてもらう取り組みで、11月までさまざま
な野菜の収穫体験を予定しています。

　４月25日
～５月25日、
ひらかたパ
ークでロー
ズフェステ
ィバルが開
かれ、春咲
きの品種を
中 心 に 約

600種・4000株のバラが咲き誇り、来園者を楽
しませました。今年はバラ園の開園70周年を記
念し、来園者への感謝の気持ちを込めた新品種・
サンクスローズ（写真左）が初公開されました。
大阪市内から娘の依茉さん（１歳・同中央）と来
園した後藤義和さん（31歳・同右）は「花が好
きな娘と新しいバラが見られてうれしい」と笑顔
でした。

大きなキャベツ どう食べる？

感謝伝える新品種のバラ初公開
牧野愛する商店会が枚方の魅力をＰＲ

　４月21日
に大阪・関
西万博に牧
野愛する商
店会が出展
しました。
出展ブース
では穂谷地
区の放置竹

林の竹を使った竹炭入りのバウムクーヘンや杉地
区で自然栽培した米や野菜を使った中華ちまきな
ど枚方産の商品を販売し、海外から訪れた人に慣
れない外国語で市をＰＲするスタッフの姿も。市
の特産品・スモモを使ったサイダーを味わったブ
ラジル出身のアビコ・ルーカスさん（写真右）は「枚
方のことは知らなかったけれど、このサイダーを
飲みに一度訪ねてみたい」と興味津々でした。

万博であふれる地元愛

保育所で11組の親子が交流

　４月 25日、枚方保
育所地域子育て支援セ
ンターで足形こいのぼ
りをつくるイベントが
開催されました。１歳
～２歳の子どもたちが
お母さんと一緒に足形
をとったり、スタンプ
やペンで台紙を可愛く
デコレーションしたり
しました。大きなスタ
ンプ台に足をつけると、
初めて感じる冷たい感

触にびっくりして泣いてしまう姿も。１歳の娘（写
真中央）と参加した朝日丘在住の石井亜美さんは
「素直にまっすぐ育ってほしいという思いを込め
て、家に飾ります」と作品を見ながら笑顔でした。

思いを込めた足形こいのぼり

　特集でお世話になったスクールソー
シャルワーカーの永田さんと大橋さん。
子どもたちのことを真剣に思い「その子

の気持ちが一番」と話す姿に、これから
大きくなる子どもの親としてとても心強
く感じました。やっぱり、枚方ですね。 編集者 N
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　No.106 自慢の写真・イラストが表紙に!?
　枚方の風景などをテーマにした写真・イラストを
大募集。▶応募　メールまたは市ホームページの
専用フォームに住所・氏名（ペンネーム希望の場合
はペンネームも）・年齢・電話番号・メールアドレス、
作品の説明・題名を書いて作品データを添付し広
報プロモーション課（kouhou@
city.hirakata.osaka.jp）へ。詳細
は市ホームページ参照。
　※応募作品は市公式フェイスブッ
クやインスタグラムで公開します。 専用フォーム

はこちら

「麗春」

　今月号の表紙写真は、禁野本町に在住の
やぎおやじさん（62歳）が令和７年４月に
山田池公園の四季彩花壇で撮影。「青空と
青いネモフィラの間のピンクのチューリップ
を見て良いなぁと思い、写真を撮りました。
今年の四季彩花壇は例年以上に綺麗でし
た」
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０
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３
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２
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。
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を
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憧
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史
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。
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さ
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叶
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が
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イ
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憧
れ
だ
っ
た
絵
の
仕
事
を
長

く
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

相原　にこさん
◆あいはら　にこ　神戸大学大学院文学研究科修了。塾講
師を経て６年前にイラストレーターとして開業。アールヌ
ーボーを代表する画家・ミュシャ風の作品などを手掛け国
際デザインコンペティションブロンズ賞受賞。ＪＲ三ノ宮
駅ビル改装時の神戸・大阪鉄道開業150周年テーマの装飾
イラスト担当。宮之阪在住。42歳。
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